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平成26年度福島県建設技術協会通常総会は､ 去る５

月30日�午後５時30分から､ サンパレス福島において､

会員63名出席のもとに､ 来賓として社団法人全日本建

設技術協会常務理事 高沢清史様をお迎えし､ 盛大に

開催されました｡

総会では､ 会長あいさつ､ 来賓祝辞､ 表彰伝達の後

に議事に入り､ 平成25年度事業及び収支決算報告並び

に会計監査報告､ 平成26年度事業計画及び予算につい

て審議が行われ､ 原案のとおり承認されました｡

また､ 平成26年度役員の選出が行われ､ 規約に基づ

き前役員より推薦いただいた次の方々が選出されまし

た｡
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平成26年度事業計画が下記のとおり承認されました｡

� � � �

� 会員名簿の作成 � 全建長期会員表彰者の推薦

� 福建会員管理 � 会員顕彰

� 福建 ｢功労賞｣ 表彰 � 退職者を励ます会

� � � �

� 技術力向上に関する支援

� 技術資格取得支援 (支援金) 等

� 掲示板を活用したアンケート調査

� � 	 �

� 方部別助成
方部別開催事業の助成､ 震災復興に関する活動

� 文化事業方部助成
地域貢献､ ボランティア活動への助成

� � � �

� 機関誌発行 建設ふくしま №135発行
建設ふくしまニュースの発行 №76

� � � �

� 東日本大震災の復興・復旧に関する業務発表会

◇ 
����� ���� ◇ (平成25年度役職)

１. 谷口功労賞…渡辺 宏喜氏
(福 島 県 土 木 部 長)

２. 東 北 地 区…佐々木和弘氏
連合会長賞 (福島県土木部参事(被災者住宅担当))

大槻 和正氏
(福 島 市 建 設 部 長)

３. 全建功労賞…佐藤 達雄氏
(福島県土木部次長(都市担当))
但野 広氏
(福島県土木部建築指導課長)
八代 正敏氏
(福 島 県 企 業 局 次 長)
平栗 定宗氏
(二 本 松 市 安 達 支 所 長)

◇ 
����� ����������� ◇
(平成25年度役職)

福建会員顕彰…鈴木 秀人氏
(福 島 県 県 北 建 設 事 務 所)

◇ 
����� ��� ◇
国道252号道路災害復旧事業 滝スノーシェッド

…福島県

会 長 福島県土木部次長 (道路担当) 大河原 聡

副 会 長

福島県土木部河川整備課長 前田 和則

福島県土木部建築指導課長 蓮沼 敏郎

福島県相双建設事務所長 浦山 悦雄

郡山市建設交通部長 藤川 英敏

会計監事
福島県土木部都市計画課長 関根 康孝

福島県南会津建設事務所長 堀田 洋一
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発行 福島県建設技術協会

編集部
TEL(024) 521－8372
FAX(024) 521－7956



会会会費費費にににつつついいいててて：●正会員 月会費700円 (全建320円＋福建380円) ●準会員 年会費5,000円
納入方法は､ ｢銀行振込｣ または ｢事務局へ持参｣ のどちらかでお願いしております｡
��������	 振込銀行口座：東邦銀行県庁支店 普通口座 №1719 福島県建設技術協会 会長 大河原 聡
＊手数料はご本人の負担となります｡ ＊準会員の方は､ 必ずご本人のお名前でお振り込みください｡

�
��
�����	 事務局所在：福島市杉妻町２－16 県庁土木部砂防課内 (本庁舎３階) 事務局員 小沼真樹子
＊旅費は支給できません｡

������������������������			

����� (河川港湾総室 TEL 024�521�7492 FAX 024�521�7716)
● 事 務 局 長 鍋野 浩和 ●副事務局長 鈴木 利季 ●書 記 五十嵐 誠 ●総 務 武藤 健一
●会 計 飯塚 暢明 ●庶 務 藤田 正浩 ●事 務 小沼真樹子
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福島県土木部建築住宅課

平成23年３月に発生した東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故により､ 福島県では平成26

年７月時点において約12万５千人の方が県内外へ避難を余儀なくされております｡ これらの被災者・避難者の

１日も早い生活再建に向け､ 早期に恒久的な住宅を供給する必要があります｡

福島県では､ 原子力災害による避難者の居住の安定を図るため､ 復興公営住宅の着実な整備を最重点事業に

位置づけ､ ｢福島県復興公営住宅整備計画｣ に基づき､ 県と市町村全体で4,890戸を整備することとしていま

す｡

早期の整備を図るため､ 通常の請負契約による発注に加え､ ｢設計者・施工者一括選定方式｣ の採用やUR都

市機構へ建設要請､ 地域工務店など民間事業者が建設する木造住宅を買い取って復興公営住宅とする ｢福島県

買取型復興公営住宅 (木造住宅) 整備事業｣ を創設するなど､ 様々な供給・整備方式を駆使し､ 整備期間の短

縮に努めています｡

整備する住宅は高齢者等に配慮して､ 段差の解消や介助スペースに配慮したトイレ､ 手摺りや緊急時警報装

置の設置を行います｡

また､ 復興公営住宅は原子力災害による避難者のコミュニティの維持・形成の拠点となるものであり､ 入居

に当たって､ 市町村単位での募集や親族同士､ 複数世帯のグループ入居などに配慮しています｡

さらに､ 入居者や近隣住民が利用できる集会室を併設し､ そこにコミュニティ交流員を配置するなど､ 入居

者同士､ 周辺の避難者や地域住民との交流を促す仕組みづくりにも配慮しています｡

なお､ 復興公営住宅の整備状況・工事の進捗状況などについては､ 福島県土木部建築住宅課 (復興住宅担

当) のホームページに掲載しておりますので､ ぜひご覧ください｡

下神白団地 (いわき市) 工事状況
(平成26年８月現在)

北信団地 (福島市) 完成予想パース


